
ト
ラ
ン
「
さ
ぼ
う
る
」
を
営
む
村

井
圭
一
実
行
委
員
長
は
、「
ラ
イ

ブ
の
前
夜
、
キ
ャ
ン
プ
し
た
グ
ル

ー
プ
が
３
組
あ
り
ま
し
た
。
将
来

は
、
前
夜
キ
ャ
ン
プ
し
て
、
み
ん

な
で
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど

を
し
て
盛
り
上
が
り
、
翌
日
、
ラ

イ
ブ
を
す
る
。
そ
う
い
う
流
れ
が

で
き
れ
ば
、
い
い
で
す
ね
。
ラ
イ

ブ
の
チ
ー
ム
同
志
も
親
し
く
な

る
、
地
元
の
若
者
も
交
流
で
き
る
、

そ
う
い
う
中
か
ら
、
思
い
出
や
、

夢
や
、
活
力
が
、
生
ま
れ
て
き
ま

す
よ
。」
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に

育
て
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

参
加
バ
ン
ド
出
身
校
は
、
次
の

通
り
。

○
因
島
高
校

○
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校

○
尾
道
商
業
高
校

○
本
郷
工
業
高
校

○
三
原
東
高
校

○
広
島
通
信
高
校

○
尾
道
東
高
校

○
呉
武
田
高
校

○
尾
道
工
業
高
校

○
如
水
館
高
校

○
松
永
高
校

○
尾
道
高
校

○
広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

○
忠
海
高
校

○
福
嶋
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

○
尾
道
大
学

因
島
高
校
か
ら
は
、
Ｏ
Ｂ
が
１

グ
ル
ー
プ
、
高
校
生
が
２
グ
ル
ー

プ
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
優
勝
し
た
、

岡
野
裕
次
郎
、
村
上
俊
太
両
名
と
、

山
本
英
広
、
宝
地
俊
介
、
福
本
章

弘
の
５
名
。

村
上
俊
太
君
は
、
東
京
の
音
楽

専
門
学
校
に
進
ん
で
い
る
が
、

「
高
校
１
年
の
と
き
か
ら
出
演
し

て
今
年
で
４
回
目
で
す
。
地
元
で

若
者
が
集
ま
れ
る
ラ
イ
ブ
は
最

高
。
み
ん
な
に
見
て
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
。」
と
喜
ぶ
。

東
京
の
音
楽
専
門
学
校
生
の
岡

野
裕
次
郎
君
は
、「
他
の
メ
ン
バ

ー
が
帰
っ
て
来
い
。
一
緒
に
ラ
イ

ブ
に
出
よ
う
と
、
誘
っ
て
く
れ
た
。

半
年
振
り
に
会
っ
た
が
、
練
習
す

る
と
す
ぐ
気
持
ち
が
通
じ
る
。
高

校
の
頃
、
ラ
イ
ブ
で
会
っ
た
こ
と

の
あ
る
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
も

会
え
て
懐
か
し
か
っ
た
。
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
壮
亜
、
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
Ｆ
Ｕ
Ｇ
の
４

名
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
５
曲
を
演
奏

し
、
「
結
成
し
て
７
ヶ
月
で
す
。

尾
道
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
月

２
回
く
ら
い
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
今
日
は
、
野
外
で
演
奏
で
き

て
気
持
ち
い
い
。」
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
深
野
真
照
、
河

野
武
志
、
小
西
裕
太
、
青
木
慶
輔

の
４
名
。「
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
よ

う
と
、
同
級
生
が
集
ま
っ
て
、
１

ヶ
月
前
に
結
成
し
た
。
友
達
も
聞

き
に
き
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
。」「
す
ば
ら
し
い
バ
ン
ド
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
、
僕
ら
も
早
く

上
手
に
な
り
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

（
15
年
２
月
）

16
年
２
月
　
福
山
大
学
、
宮
地
茂

学
長
　
訪
問

竹
中
啓
修
因
島
高
校
を
支
援
す

る
　
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
木

村
修
一
因
島
市
収
入
役
（
市
長
の

代
理
）、
松
浦
幸
男
広
島
県
議
会
議

員
、
宮
地
康
福
教
育
長
と
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
松
林
博
文
因
島

高
校
校
長
が
、
日
頃
の
ご
支
援
に

対
し
て
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
議
事
に
は
い
り
ま
し
た
。

会
報
（
第
14
号
か
ら
第
21
号
）

を
発
行

15
年
５
月
　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
他
の
理

由
に
よ
り
、
実
施
を
春
休
み
に

延
期
決
定
。

15
年
９
月
　
第
一
次
募
集
。（
募

集
枠
15
名
）

15
年
10
月
　
４
名
応
募
。

15
年
12
月
　
第
二
次
募
集

16
年
１
月
　
12
名
応
募
。

平成１６年（２００４年）９月１日発行

16
年
１
月
　
対
象
者
お
よ
び
保
護

者
向
け
説
明
会
実
施
。

16
年
３
月
　
市
役
所
に
て
壮
行

会
。
市
長
・
議
長
よ
り
激
励
。

16
年
３
月
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

10
日
間
の
予
定
で
出
発
。（
生
徒

12
名
）（
引
率
教
諭
１
名
）

16
年
４
月
　
市
長
に
帰
国
報
告
。

（
注
）
海
外
研
修
費
一
人
約
30
万

の
う
ち
、
一
人
に
つ
き
10
万
因
島

市
よ
り
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
未
実
施
。

ス
ー
パ
ー
サ
タ
デ
ー
（
土
曜
衛
星

放
送
サ
テ
ラ
イ
ン
の
実
施
、
支
援
）

夏
休
暇
、
春
休
暇
の
衛
星
放
送
サ

テ
ラ
イ
ン
実
施
、
支
援

野
球
部
支
援

吹
奏
楽
部
支
援

体
操
田
頭
君
激
励
（
横
断
幕
作
成
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
天
体
観
測
、
陶
芸
、
介

護
教
室
を
支
援
。

７
月
、
支
援
す
る
会
、
会
長
幹
事

会
開
催
。（
因
島
労
働
会
館
）

就
職
内
定
者
激
励

議
案
は
す
べ
て
審
議
了
承
さ

れ
、
常
任
幹
事
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
市
民
・
保
護
者
・
生
徒
か
ら
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
因
島
高
校
に
な

り
ま
す
よ
う
、
み
な
さ
ま
が
た
の

お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

８
月
13
日
（
金
）、
瀬
戸
田
町

垂
水
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
に

て
、「
せ
と
だ
ラ
イ
ブ
２
０
０
４
」

が
開
催
さ
れ
、
因
島
市
、
福
山
市
、

尾
道
市
、
三
原
市
を
は
じ
め
、
遠

く
、
広
島
市
、
岡
山
県
、
愛
媛
県

か
ら
も
、
高
校
生
や
、
専
門
学
校

生
な
ど
の
バ
ン
ド
、
15
グ
ル
ー
プ

が
、
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
因
島
市
大
浜
町

で
、
同
様
の
ラ
イ
ブ
が
、
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
ま
な
み
海
道
が
開
通
し
た
１

９
９
９
年
８
月
13
日
、「
若
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
で
き
る
場
を

提
供
し
た
い
。」
と
、
宮
崎
育
栄

さ
ん
や
東
風
恭
子
さ
ん
ら
が
、
大

浜
町
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
公
園
し
ま
な

み
ビ
ー
チ
で
、
は
じ
め
ま
し
た
。

資
金
集
め
や
、
会
場
設
営
、
ポ
ス

タ
ー
作
成
、
貼
り
付
け
、
運
営
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
な
が

ら
、
毎
年
継
続
し
て
い
た
が
、
資

金
集
め
や
、
運
営
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
不
足
な
ど
か
ら
、
今
年
は
、

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
連
続
し
８
月
13

日
に
、
お
こ
な
っ
て
お
り
、
学
生

か
ら
は
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
継

続
を
求
め
る
声
が
多
く
、
因
島
市

と
瀬
戸
田
町
の
有
志
が
、「
若
者

が
活
躍
す
る
場
を
な
く
し
て
は
な

ら
な
い
。」「
８
月
13
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
期
待

は
裏
切
れ
な
い
。」
と
、「
せ
と
だ

ラ
イ
ブ
２
０
０
４
」
実
行
委
員
会

を
作
り
、
瀬
戸
田
町
サ
ン
セ
ッ
ト

ビ
ー
チ
に
場
所
を
改
め
、
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
で
、
レ
ス

発　行 
因島高校を支援する会 
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事務局：因島高校ＰＴＡ 
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常任幹事会開く常任幹事会開く常任幹事会開く平成16年度

長
い
歴
史
や
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

伝
統
を
持
つ
、
因
島
高
校
と
因
島

北
高
校
が
統
合
し
て
早
く
も
６
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

統
合
当
時
、
学
校
内
外
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
、
私
た
ち
も
一

時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し

た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
関
係
機
関
や
学
校
関

係
者
の
懸
命
の
努
力
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

は
じ
め
心
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん

の
支
援
活
動
で
、
多
く
の
課
題
を

解
決
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
い
わ
れ
る
新
校
舎
の
落
ち
着

い
た
環
境
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
、

今
大
き
く
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

本
校
の
校
長
先
生
も
生
徒
全
員

明
る
い
挨
拶
が
で
き
る
、
近
隣
の

高
校
と
比
較
し
て
も
、
何
ら
劣
る

と
こ
ろ
は
な
い
と
明
言
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
学
力
面
で
も
特
別
進
学
ク

ラ
ス
を
開
設
し
て
３
年
目
に
あ
た

り
、
学
習
合
宿
、
校
内
実
力
テ
ス

ト
、
面
接
指
導
な
ど
き
め
細
か
な

指
導
を
通
じ
、
全
校
的
に
着
実
に

学
力
向
上
を
進
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
来
春
に
は
国
立
大
学
、

有
名
私
大
へ
の
多
く
の
進
学
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
本
年

度
市
内
中
学
校
の
卒
業
生
の
半
数

以
上
が
、
島
外
の
学
校
に
進
学
す

る
と
い
う
実
態
も
あ
り
、
な
ん
と

し
て
も
地
元
の
み
な
さ
ん
に
、
因

島
高
校
を
よ
り
一
層
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

急
速
に
少
子
化
の
進
む
中
、
こ

の
因
島
に
県
立
高
校
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、
今
が
一
番
大
切
な
と

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

因
島
高
校
に
対
し
、
市
民
み
な

さ
ん
の
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

８
月
12
日
（
木
）
因
島
市
民
会

館
で
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
チ
ャ
リ
テ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
土
生

中
学
校
生
徒
21
名
が
、
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
、
会
場
か
ら
、
大
き
な

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
５
月
２
日
未
明
に
発
生
し

た
、
土
生
町
新
生
区
の
集
合
住
宅

の
火
災
に
お
い
て
、
４，

６
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
が
焼
け
、
42
世
帯

83
人
の
方
々
が
、
被
災
に
あ
わ
れ

ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
う
た
を
通

じ
て
、「
因
島
想
春
譜
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
、
日
本
全
国
に
ひ
ろ
め
、

因
島
市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
元
気

の
も
と
と
な
っ
て
お
り
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

の
歌
声
を
通
じ
て
、
被
災
者
を
勇

気
付
け
、
お
役
に
た
ち
た
い
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
被
災
地
区
の
高

齢
者
の
福
祉
支
援
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遊

喜
の
会
」（
理
事
長
　
村
田
理
恵
）

が
中
心
に
な
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

実
現
に
向
け
て
、
多
く
の
み
な
さ

ん
の
支
援
の
輪
が
広
ま
り
開
催
に

至
り
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の

収
益
金
80
万
６
千
円
は
、
罹
災
者

の
会
（
代
表
　
金
澤
末
光
さ
ん
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

土
生
中
生
徒
の
太
鼓
出
場
に
つ

い
て
は
、「
こ
れ
か
ら
の
次
代
を

担
う
若
者
が
、
罹
災
者
を
激
励
し
、

罹
災
者
に
希
望
と
夢
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
若
者

の
姿
を
市
民
に
見
て
い
た
だ
き
、

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
い
う
発
想
で
、
土
生

中
橘
忠
和
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
、
河
野

貢
土
生
中
校
長
の
尽
力
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
す
。

土
生
中
学
校
で
は
、
今
年
度
か

ら
、
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
、「
ト
ラ
イ
ア
ル
21
」（
因
島
村

上
水
軍
陣
太
鼓
）
に
、
取
り
組
ん

で
お
り
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

生
徒
に
太
鼓
指
導
を
し
て
い
る
岡

村
俊
典
さ
ん
は
、「
郷
土
芸
能
を

伝
え
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
豊
か

な
心
が
生
ま
れ
る
。
み
な
が
真
剣

に
練
習
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
え
て
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

U
F
O

U
F
O
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

            

土
生
中
生
徒
が
太
鼓
で
熱
演

土
生
中
生
徒
が
太
鼓
で
熱
演

U
F
O

U
F
O
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

            

土
生
中
生
徒
が
太
鼓
で
熱
演

土
生
中
生
徒
が
太
鼓
で
熱
演

U
F
O
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

            

土
生
中
生
徒
が
太
鼓
で
熱
演

「
せ
と
だ
ラ
イ
ブ
2
0
0
4
」
開
く

      

高
校
生
や
専
門
学
校
生
な
ど
60
名
が
演
奏

「
せ
と
だ
ラ
イ
ブ
2
0
0
4
」
開
く

      

高
校
生
や
専
門
学
校
生
な
ど
60
名
が
演
奏

信
頼
回
復
へ
一
層
の
努
力
を

因
島
高
校
を
支
援
す
る
会
会
長  

竹
中
啓
修



一
年
生
八
名
、
二
年
生
三
名

が
、
十
日
間
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
語
学
研
修
を
終
え
、
八
月
十

日
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
　
し
な
が
ら
、
ブ
レ
イ
ビ
ー

高
校
に
通
学
し
、
語
学
研
修
と

と
も
に
、
多
く
の
友
人
を
つ
く

り
、
国
際
感
覚
を
磨
い
た
楽
し

く
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
し
た
。

研
修
中
の
様
子
を
因
島
高
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研
修
費
の
一
部
を
因
島
市
か

ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成１６年（２００４年）９月１日発行

ま
た
、
多
数
の
方
々
に
様
々
な

形
で
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
こ
と
に
篤
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
末
永
く
こ
の
研

修
事
業
が
続
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

甲
子
園
出
場
に
む
け
て
、
七
月

十
五
日
（
木
）、
広
島
市
民
球
場
に

お
い
て
、
強
豪
　
崇
徳
高
校
を
相

手
に
一
回
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
二

回
に
崇
徳
高
校
に
先
制
さ
れ
、
以

後
、
小
刻
み
に
加
点
さ
れ
、
七
回

コ
ー
ル
ド
で
敗
退
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
・
生
徒
応
援
団
や
保

護
者
会
・
野
球
部
Ｏ
Ｂ
な
ど
一
〇

〇
名
を
超
え
る
応
援
を
背
に
、
最

後
の
一
球
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
戦

い
抜
き
ま
し
た
。

多
く
の
ご
支
援
・
ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
予
選
会
（
個
人
戦
）
で

優
勝
し
た
岡
野
涼
太
君
（
三
年
）

が
、
七
月
二
八
日
（
水
）
か
ら
二

日
間
、
第
二
八
回
全
国
高
校
囲
碁

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
予
選
リ
ー
グ
で
は
、

第
１
戦
、
第
２
戦
と
も
に
中
押
し

勝
ち
で
、
二
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。

第
３
戦
で
は
有
利
な
展
開
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
石
の
死
活
を
楽
観

視
し
た
た
め
、
無
念
の
投
了
を
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
予
選
リ
ー

グ
二
位
に
な
り
、
決
勝
へ
は
進
出

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

念
願
の
全
国
大
会
出
場
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十
分
な
成
績
が
残
せ

ず
残
念
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
を

通
じ
て
、
戦
い
の
読
み
や
技
量
な

ど
は
全
国
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
後
、
七
月
三
一
日

（
土
）
〜
八
月
一
日
（
日
）
の
二
日

間
、
ア
マ
・
プ
ロ
オ
ー
プ
ン
の
囲

碁
棋
戦
・
第
５
回
鳳
凰
杯
に
出
場

し
ま
し
た
。

七
月
三
一
日
、
六
四
人
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
第
１
戦
は
、

ア
マ
強
豪
の
本
家
さ
ん
（
東
京
代

表
）
と
対
戦
し
、
互
い
に
残
り
時

間
が
一
分
と
い
う
激
戦
を
、
十
目

以
上
の
大
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

第
２
戦
は
、
ア
マ
最
高
峰
の
多

賀
さ
ん
と
対
戦
し
、
中
盤
ま
で
リ

ー
ド
し
て
い
た
も
の
の
、
終
盤
に

追
い
抜
か
れ
て
四
目
半
で
敗
戦
し

ま
し
た
。
第
３
戦
目
の
李
さ
ん
と

の
対
戦
は
、
涼
太
君
が
定
石
を
間

違
え
た
た
め
に
、
早
い
段
階
で
投

了
し
、
中
押
し
負
け
と
な
り
ま
し

た
。二

敗
を
し
ま
し
た
が
、
世
界
ア

マ
選
手
権
大
会
四
位
入
賞
の
実
績

を
持
つ
本
家
さ
ん
に
勝
利
し
、
ア

マ
最
高
峰
の
多
賀
さ
ん
に
も
善
戦

す
る
な
ど
、
並
の
ア
マ
で
は
な
い

こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
大
会
で
し
た

尾
三
地
区
高
校
総
合
体
育
大
会

（
サ
ッ
カ
ー
）
決
勝
戦
が
７
月
25

日
（
日
）、
如
水
館
高
校
を
対
戦
相

手
に
、
本
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

多
く
の
声
援
を
背
に
健
闘
し
ま

し
た
が
、
前
半
終
了
間
際
に
先
制

ゴ
ー
ル
を
許
し
、
後
半
も
追
加
点

を
奪
わ
れ
、
残
念
な
が
ら
０
│
３

で
敗
退
し
ま
し
た
。

中
学
卒
業
と
と
も
に
サ
ッ
カ
ー

経
験
者
の
多
く
が
他
地
域
に
進
学

す
る
中
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
、
本
校
チ
ー
ム
が
進
化
・
向
上

し
た
結
果
の
今
回
の
決
勝
進
出
で

し
た
。
こ
れ
を
糧
に
、
今
後
の
サ

ッ
カ
ー
部
の
躍
進
に
期
待
が
か
か

り
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

な
お
、
尾
三
地
区
選
抜
チ
ー
ム

の
選
手
と
し
て
、
本
校
か
ら
茨
木

博
行
君
、
岡
野
翔
君
、
箱
崎
竜
也

君
（
い
ず
れ
も
１
年
生
）
の
３
名

が
選
出
さ
れ
、
広
島
県
ア
ン
ダ
ー

16
選
抜
選
考
会
（
７
月
29
日
〜
30

日
。
三
次
市
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

６
月
19
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）、

中
国
高
校
選
手
権
大
会
（
体
操
競

技
）
で
、
種
目
別
２
種
目
制
覇
、

個
人
総
合
３
位
の
好
成
績
を
あ
げ

た
田
頭
剛
君
（
２
年
生
）
が
、
全

国
高
校
総
体
（
中
国
04
総
体
）

（
体
操
競
技
の
部
）
（
８
月
１
日

（
日
）
〜
２
日
（
月
）。
広
島
県
立

総
合
体
育
館
（
グ
リ
ー
ア
リ
ー
ナ
））

に
出
場
し
ま
し
た
。

地
元
の
多
く
の
声
援
を
背
に
、

個
人
総
合
（
規
定
演
技
）
８
位
の

好
位
置
で
予
選
通
過
。
決
勝
の
自

由
演
技
で
は
、
難
易
度
の
高
い
演

技
を
連
続
し
、
つ
り
輪
４
位
、
跳

馬
４
位
、
個
人
総
合
８
位
と
大
健

闘
し
ま
し
た
。
本
校
生
徒
に
よ
る

全
国
大
会
で
の
「
４
位
入
賞
」
は
、

過
去
最
高
の
快
挙
と
い
え
ま
す
。

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
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語
学
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語
学
研
修

夏
休
み
に
、
夏
期
補
習
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
は

一
週
間
、
二
年
生
は
二
週
間
と

一
週
間
の
サ
テ
ラ
イ
ン
講
座

（
衛
星
放
送
を
利
用
し
た
予
備
校

の
進
学
補
習
講
座
）
を
、
三
年

生
は
四
週
間
（
夏
休
み
全
て
の

期
間
）
に
わ
た
り
、
補
習
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
空
調
設
備
の
整
っ
た

図
書
室
で
は
、
補
習
を
お
え
た

一
年
生
か
ら
三
年
生
の
自
習
す

る
姿
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

図
書
室
で
の
学
習
は
、
教
科
担

当
者
に
質
問
が
す
ぐ
に
で
き
る

な
ど
の
環
境
か
ら
、「
学
習
の
能

率
が
あ
が
る
」
と
好
評
で
す
。

五
月
中
旬
か
ら
、
行
事
等
が
あ

る
場
合
を
除
き
毎
土
曜
日
に
、

こ
の
図
書
室
を
生
徒
に
開
放
し
、

学
習
の
便
に
供
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
描
い
た
「
夢
」
を
実
現

で
き
る
力
が
徐
々
に
向
上
し
て

い
ま
す
。

「
水
軍
祭
り
」
に
本
校
か
ら

も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
村
上

水
軍
の
凱
旋
の
踊
り
「
跳
楽
舞
」

に
は
、
平
成
十
一
年
、
当
時
の

生
徒
会
役
員
等
の
有
志
に
よ
り

参
加
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
小
早
レ
ー
ス
」
に
は
、

平
成
十
四
年
度
を
か
わ
き
り
に

８
月
29
日
（
日
）
三
年
連
続
の

参
加
を
し
ま
す
。

友
と
と
も
に
、
跳
ね
、
跳
び
、

潮
騒
の
中
、
櫂
を
漕
ぎ
、
青
春

を
燃
焼
さ
せ
る
。
地
域
と
と
も

に
歩
も
う
と
す
る
因
島
高
校
な

ら
で
は
の
一
瞬
で
す
。

先
人
の
遺
徳
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
因

島
」
を
知
り
、
卒
業
後
も
故
郷

を
思
う
心
。
そ
れ
が
、
こ
の
水

軍
祭
り
で
醸
し
出
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
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今
、
今
、
今
、
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尾
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総
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育
大
会

（
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）
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剛
君
　
全
国
大
会

田
頭
剛
君
　
全
国
大
会

過
去
最
高
の
「
４
位
入
賞
」

過
去
最
高
の
「
４
位
入
賞
」

体
操
部田頭

剛
君
　
全
国
大
会

過
去
最
高
の
「
４
位
入
賞
」

八
月
二
三
日
（
月
）、
中
学
三
年

生
、
保
護
者
、
中
学
校
教
職
員
等

を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
説
明
会
）
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
体
操
部

田
頭
剛
君
に
よ
る
模
範
演
技
な
ど

の
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
の

一
端
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
の
現
況
や
学
習
、
進
路
に

つ
い
て
の
説
明
の
後
、
希
望
ご
と

に
高
校
の
授
業
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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開
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来
春
、
因
島
高
校
生
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っ
た

来
春
、
因
島
高
校
生
と
な
っ
た

あ
な
た
に
お
会
い
で
き
る
よ
う
に

あ
な
た
に
お
会
い
で
き
る
よ
う
に

来
春
、
因
島
高
校
生
と
な
っ
た

あ
な
た
に
お
会
い
で
き
る
よ
う
に

希
望
者
に
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

説
明
、
見
学
、
合
同
練
習
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
春
、
因
島
高
校
生
と
な
っ
た

”あ
な
た
“
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
の
入
学
者
選
抜

で
は
、
選
抜
（
Ｉ
）
を
実
施
し
ま

す
。
中
学
三
年
生
・
保
護
者
の
方

は
、
出
願
資
格
を
確
認
の
上
、
中

学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。

七
月
に
因
島
五
中
学
校
の
三
年

生
の
保
護
者
の
方
に
本
校
に
対
す

る
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
と
し
た
二

二
五
名
の
う
ち
77
％
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
計
が
終
わ

り
ま
し
た
の
で
、
結
果
を
公
表
し

ま
す
。

昨
年
度
と
同
じ
項
目
で
肯
定
的

評
価
を
い
た
だ
い
た
の
は
、「
因
島

高
校
は
進
学
や
就
職
な
ど
の
進
路

指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
73
・

５
％
（
昨
年
度
は
57．

６
％
）
、

「
因
島
高
校
は
、
行
事
や
ク
ラ
ブ
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
」

71
・
５
％
（
同
50
・
８
％
）、「
因

島
高
校
は
、
子
ど
も
を
入
学
さ
せ

て
も
良
い
学
校
で
あ
る
」
75
・

３
％
（
同
64
・
０
％
）
の
三
点
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
い
ず

れ
も
昨
年
度
比
10
〜
20
ポ
イ
ン
ト

の
上
昇
を
示
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
良
い
評
価
を
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
交
通
マ
ナ
ー
や
挨
拶
・
服

装
等
の
改
善
す
べ
き
点
も
多
く
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

▼
因
島
高
校
か
ら
最

新
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿

を
い
た
だ
い
た
。

「
進
化
す
る
因
島
高

校
」
の
一
端
が
う
か

が
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
。

文
化
祭
や
、
体
育
会

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
▼
瀬
戸
田
で
高
校
生
の

ラ
イ
ブ
が
あ
っ
た
。「
今
日
は

俺
た
ち
が
主
役
だ
。」
と
、
演

奏
に
熱
中
す
る
真
剣
な
顔
を
見

た
。
何
事
で
も
一
生
懸
命
取
り

組
め
ば
、
相
手
に
通
じ
る
。
い

い
思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
選
手

が
健
闘
し
て
、
日
の
丸
が
掲
揚
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
が
子

は
、「
日
の
丸
は
、
戦
争
の
旗
だ
。

赤
は
血
の
色
だ
。」
と
言
う
。
小
中

学
校
で
、
そ
う
教
え
ら
れ
、
信
じ

込
ん
で
い
る
。
す
な
お
に
日
本
を

応
援
し
、
国
旗
の
揚
が
る
の
を
喜

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
を
作

っ
て
き
た
教
育
に
文
句
を
言
い
た

い
。
い
っ
た
い
、
そ
の
教
員
た
ち

は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

今
年
度
は
、

非
常
勤
講
師
の

向
井
ア
ン
ヌ
先

生
の
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。

向
井
先
生

は
、
指
導
は
も

と
よ
り
、
音
楽

を
幅
広
く
勉
強

さ
れ
て
お
り
、

楽
器
の
知
識
も

豊
富
で
、
吹
奏

楽
指
導
を
と
て

も
熱
心
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

６
月
の
文
化
祭
に
は
、
新
入
部

員
も
よ
く
頑
張
り
、
大
変
自
信
が

つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
日
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

そ
の
自
信
が
つ
な
が
っ
て
い
た
よ

う
で
、
各
々
が
精
一
杯
力
を
出
し

て
演
奏
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

舞
台
で
の
演
奏
は
と
て
も
華
や

か
で
す
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
日
々

の
練
習
の
何
と
地
味
な
こ
と
。

そ
れ
ま
で
に
流
し
た
汗
や
涙
を
忘

れ
ず
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿

勢
を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
ほ

し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
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��
��体育会の

お知らせ
体育会の
お知らせ

日時 10月２日（土）
　　 雨天順延
会場 因島高校グランド
注意事項
○公共交通機関をご利用下さい。
○因島勤労者体育館付近の駐車場
や路上駐車をしないでください。


